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学習支援連携委員会の動き
2月1日に開催された学習支援連携委員会（第12回）では、
2012年度活動の総括が報告された。授業支援を中心とし
た継続的な取り組みに加えて、新規の取り組みとして行っ
た以下の3点の報告があった。
（1）授業支援の改善と拡大（広報強化）
（2） 学習支援体制の拡充と強化（学生ボランティアス
タッフの活用）
（3）図書館ワークショップシリーズの連続開催
つづいて、2013年度の活動計画について説明があった。
2013年度の重点項目として以下の4点を確認した。
（1）「Library Week」の開催
（2）学習支援の多様化
（3）授業支援改善への取り組み
（4）学術院との連携の拡充と強化
（1）「Library Week」については、新入生に早い時期に
図書館に足を運んでもらい、主体的に図書館を活用する
ことの意義を学んでもらうことを目的とする。これまで
基礎演習科目で授業支援を提供していた学術院には、セ
ルフツアー等への参加を、担当教員に授業の「課題」と位
置付けてご利用いただきたいとの説明があった。
また（2）については、2012年度秋に開催した図書館ワー
クショップシリーズの継続開催や、学習支援活動におけ
る学生活用の検討を進めるなど、授業支援以外の活動の
多様化を進めるとの説明があった。
（3）については、今後さらに授業支援の増加が見込まれ
るため、（1）の「Library Week」を活用することをはじめ、
より効率的な支援スタイルを検討することとした。
（4）に関しては、本委員会が、学術院と図書館との連携
の強化・拡充の趣旨から教務担当主任に役職上の委員を
お願いしていることからも、引き続き学術院と連携のた
めの懇談を重ねていきたいとの説明と依頼があった。
7月24日に開催された学習支援連携員会（第10回）では、
2011 年度年報に掲載された活動報告の紹介と、2012 年
度前期までの活動についての報告があった。支援数は前
年に較べて増加しており、中でも「授業支援」が大きく増
加し、開催数の約77%を占めていることが報告された。
次に今後の活動に向けて、現在の状況を総括し問題点
を整理したうえで、改善提案の説明があった。提案の内
容は次のとおり。
（1）連携の強化とマンパワーの増強
（2）間接支援の充実
（3）図書館ツアーの見直し
これについて委員からは次のようなご意見をいただき、
参考にして今後の検討を進めることとした。
・各図書委員会とのより密接な連携が必要
・ 研究テーマを決める3，4年次への支援にも効果が期
待できる
・ 学読や助教・助手・TAの本支援連携活動面での活用
が必要
・ ツアーの実施については人的コストがかかることは理
解できるが、一定の効果も認められる
11月27日に開催された学習支援連携委員会（第11回）
では、多くの委員が交代により初めての出席となったた
め、学習支援連携委員会設立当初からこれまでの活動に
ついて、プレゼンテーションにより報告をおこなった。
また2011年度図書館年報やふみくら（早稲田大学図書館
報）などに掲載された学習支援連携活動に関する報告を紹
介した。
次に、今後の活動として、2013年春に新入生向け企画
「Library Week」の開催を検討しているとの報告があっ
た。企画の概要は以下の通り紹介された。
・ 授業2週目に6日間にわたり、学生が自由に参加でき
るセルフツアーを中心としたイベントを開催したい
・ 基礎演習科目受講生については、担当教員にイベント
参加を授業の「課題」と位置付けていただきたい
・ 各種イベントをとおして学生が主体的に図書館とその
サービスを体感することなどが期待できる
この企画については引き続き検討を進め、次回委員会
で具体的な内容を報告することとなった。
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学習支援連携委員会設置要綱
1.目的
『「Waseda  Next  1 2 5」理事会の基本的な考え
方』が示す全学基盤教育の確立に向けて、図書館
に期待される新たな役割の具現化や各学術院にお
いて展開される教育研究活動と図書館サービスの
より密接な連携を実現するため、図書館に学習支
援連携委員会を設置する。
2.任務
本委員会は、主に学部学生に対する学習支援の
一層の充実・強化をめざし、全学共通の枠組みの
構築や各学術院ごとの取り組み等について検討を
おこなうことを任務とする。
3.構成
（1）各学術院の教務担当教務主任、副主任また 
 は各学術院長が推薦した者　各 1 人
（2）図書館長、図書館副館長および図書館事務 
 部長
（3）教務部長または教務部副部長のうちから選 
 任された者　1 人
（4）メディアネットワークセンター所長、副所長 
 または教務主任のうちから選任された者 1 人
（5）オープン教育センター所長または教務主任 
 のうちから選任された者　1 人
（6）図書館長が指名する教職員　若干人
なお、座長は図書館長とし、幹事は図書館事務
部長とする。
4.委員の任期
役職上の委員を除く委員の任期は、図書館長の
任期に準ずる。
5.作業部会の設置
本委員会は、学習支援に係る諸施策を企画・実
施するため、必要に応じて、作業部会を本委員会
のもとに設置できる。
6.事務
事務は図書館総務課長がおこなう。
以上
（2 0 0 9 年 2 月 6 日制定）
学習支援連携委員会委員名簿
1号
2号
3号
5号
4号
6号
委　員
荻沼　　隆（～ 2012.9.20）
清水　和巳（2012.9.21 ～）
グレン・ストックウェル
岡部　耕典（～ 2012.9.20）
井上　文則（2012.9.21 ～）
若林　幹夫（～ 2012.9.20）
太田　　亨（2012.9.21 ～）
藤田　　誠（～ 2012.9.20）
矢後　和彦（2012.9.21 ～）
宗田　孝之
上沼　正明（～ 2012.9.20）
厚見　恵一郎（2012.9.21 ～）
扇原　　淳（～ 2012.9.20）
佐藤　将之（2012.9.21 ～）
岡　浩一郎（～ 2012.9.20）
赤間　高雄（2012.9.21 ～）
ヴィクトリア・ミューライゼン
（～ 2012.9.20）
ドゥテ　シルヴァン
マッチュウ　ジュリアン
（2012.9.21 ～）
飯島　昇藏
和田　敦彦（～ 2012.9.20）
ローリー　ゲイ（2012.9.21 ～）
中島　達夫
中元　　誠
大野　髙裕
楠元　範明（～ 2012.9.20）
大鹿　智基（2012.9.21 ～）
瀧澤　武信（～ 2012.9.20）
澤田　敬司（2012.9.21 ～）
多田　智子
所　属　箇　所
政治経済学術院
法学学術院
文学学術院
教育・総合科学学術院
商学学術院
理工学術院
社会科学総合学術院
人間科学学術院
スポーツ科学学術院
国際学術院
図書館
図書館
図書館
図書館
教務部
メディアネットワーク
センター
オープン教育センター
図書館
学習支援連携委員会作業部会名簿
事務副部長 兼 利用者支援課長
利用者支援課
事務副部長 兼 総務課長
兼 高田早苗記念研究図書館担当課長
情報管理課長
戸山図書館担当課長
理工学図書館担当課長
所沢図書館担当課長
総務課
多田　智子（座長）
鈴木　　努
荘司　雅之
湯川　亜矢
齋藤　和子
小林　邦久
渡邊　幸弘
笹渕　洋子
